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PQ間の電位差が 0になるように抵抗がある時は、電源電圧の大きさに関わらず、各抵抗に流れる

比率が同じという事ですか？  

 

 

Ａ． 

(1)で PQ間の電位差が 0であるとして解いていくときに、電源電圧や PQ間の抵抗値を一度も持ち

出していません。このことから、ホイートストンブリッジ回路において PQ間に電流が流れないた

めの条件は𝑅
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のみに依存するということが分かります。 

 

なお、(1)で求めたことを一般化すると、ホイートストンブリッジ回路において 
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の関係を満たしていれば、電源電圧や PQ間の抵抗値に関わらず、PQ間に電位差が生じ

ず、PQ間に電流が流れないという性質があります。 


